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LED点滅回路(簡易発振器)キット

CO-555DW < 取扱説明書 >

　汎用IC-555を使用したマルチ・バイブレーター回路キットです。基板上の2個のVRにより、�
出力デューティー(比率)と、サイクル(周波数)を可変する事が可能です。周波数出力段にトラン
ジスターを追加し出力電流を多く供給できるように構成されています。無安定バイブレーターの
他、LEDを利用したディスプレイ、指示表示、案内表示等にご利用頂けます。

■電気的特性
　電源電圧：DC 12V(推奨)�
　　　※発振器専用時はDC 3Vから動作可能です。�
　消費電流：35mA(電源 DC 12V時・外付けLED無)�
　出力周波数(F-OUT)：約0.17̃ 30Hz�
　　※※周波数はR3･C2変更で、上記以外の範囲に可能。�
　出力電流容量(C-OUT)：400mA(電源DC 12V時)
　 ※※※IC-7pin(R1・D1用出力)は80mA供給可能(最大)。

■寸法�
　基板寸法：35×35×17Hmm�
　取付穴寸法：3φ×2･対角

■部品表
　①基板=CO-555DW�
　②ICｿｹｯﾄ=8P�
　③抵抗器：R1=470Ω(黄紫茶金)�
　④抵抗器：R2=470Ω(黄紫茶金)
　⑤抵抗器：R3=470Ω(黄紫茶金)
　⑥抵抗器：R4= 1KΩ(茶黒赤金)�
　⑦抵抗器：R5=4.7KΩ(黄紫赤金)�
　⑧可変抵抗器：VR1=50KΩ�
　⑨可変抵抗器：VR2=10KΩ

　⑩ｺﾝﾃ゙ﾝｻー：C1=電解16V-100μF
　⑪ｺﾝﾃ゙ﾝｻー：C2=ｾﾗﾐｯｸ104
　⑫ｺﾝﾃ゙ﾝｻー：C3=電解16V-100μF
　⑬ｺﾝﾃ゙ﾝｻー：C4=ｾﾗﾐｯｸ103�
　⑭発光ﾀ゙ｲｵーﾄ゙：D1=LED-R �
　⑮発光ﾀ゙ｲｵーﾄ゙：D2=LED-R 
　⑯ﾄﾗﾝｼ゙ｽﾀー：TR=C2120
　⑰IC=LM555

■組立手順�
　 必要な工具：ニッパー、ドライバー(-)、半田、半田ゴテ

　1)②ICソケットの向きを①基板上のシルク印刷に
　　くぼみを合わせて挿入。4四隅の足を軽く曲げ�
　　固定。(全て曲げる必要はありません)

　2)③ ⑦̃抵抗器を抵抗値を部品表の色配列を確�
　　認し、コの字型に軽く折曲げ①基板に挿入。�
　　　基板裏に出たリード線を折曲げ固定。�
　　長いリード線をラウンド内でニッパーで切断。

■使用例�
　1)VDD(DC+12V)、GNDに電源を接続。�
　2)基板上の可変抵抗器をドライバー(-)等で調整。
　　VR1が周波数(点滅の速さ)調整で、VR2が�
　　デューティー(点滅比率)調整です。ただし、�
　　両VRはお互いに連動して多少変化します。�
［改造編➡］周波数(F-OUT)は基板上のVR1･R3･�
　　C2で決定し、デューティー比はVR2･R4･C1の�
　　調整で決定します。さらに広範囲で出力したい�
　　場合はR3･C1、R4･C1の部品変更で調整可能。
□応用編�
　A)パルスを外部出力として使用する場合は、�
　　F-OUT、GNDに接続します。�
　B)外部LEDを接続してコントロールする場合は　　
　　VDD(DC+12V)とC-OUTの間にLED(発光ダイ�
　　オード)と電流制御のための抵抗器を接続し�
　　ます。電流制御用の抵抗値は使用するLEDの�
　　発光色と個数により決定します。C-OUTと　　　
　　VDD(DC 12V)間で供給出来る電流は最大�
　　400mAです。

　例A) 赤色LED(VF=2V)を1個点灯する場合：�
　　　　R=(12 - 2)÷0.02=500Ω≒470Ω
�
　　　2個点灯する場合：�
　　　　R=｛12 - (2×2)｝÷0.02=400Ω≒390Ω�

　　　3個点灯する場合：�
　　　　R=｛12 - (2×3)｝÷0.02=300Ω

　例B)青色LED(VF=3.5V)を3個点灯する場合：�
　　　　R=｛12 - (3.5×3)｝÷0.02=75Ω�
　　　　(下図 例❸参照)�

　例C) 出力電流容量の範囲内でLEDの外付け増設が可能です。

■回路図

⬆※○の中の数字は部品表に準じています。
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基板裏
※リード線の処理例

　6)⑯トランジスターには極性(方向)があります。�
　　　　　　 ①基板のシルク印刷の形に合わせて�
                          挿入。

■組立手順(つづき)�
　4)⑩⑫コンデンサー(電解)には極性(方向)あり。
　　　【※白丸=長いリード線=(+)側】
　　極性を間違えない様に①基板に挿入。�
　　　⑪⑬は容量を確認し①基板に挿入。各部品�
　　ともリード線を折曲げ固定。長いリード線を�
　　ラウンド内でニッパーで切断。

　5)⑭⑮発光ダイオードには極性(方向)あり。　　
　　　【※白丸=長いリード線=(アノード)側】�
　　極性を間違えない様に①基板に挿入。

※リード線の処理例

アノード

　3)⑧⑨可変抵抗器の値を確認の上、①基板に�
　　挿入。足を軽く曲げ固定。

側面図

軽く曲げ固定。�
リード線を切断。

軽く曲げ固定。�
リード線を切断。

　7)　　　　　　　　　

　半田付の後、ルーペ等で�
　半田ミスが無いか確認ます。
�
　　⑰ICを向きを確認して�
　(窪みをあわて)ソケットに�
　挿入します。 窪みを合わせて挿入。

V  =12V(VDD)�
VF=LEDの発光色により異なる�
    ※赤色LED：2V以下(通常)�
　　青色・白色・緑色は3.5V位です。�
IF=20mA(=0.02A)以下�
R=電流制御抵抗値

※ R=(V - VF)÷IF
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例❶)赤色LEDの場合の最大�
赤色LED6個×20列=120個�
※20mA(IF)×20列=400mA

例❸)青色LEDの場合�
｛12-(3.5×3)｝÷0.02=75Ω
※20mA(IF)×1列=20mA

例❷)赤色LEDの場合�
色々な形でディスプレイを製作�
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